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令和８年２月４日 

令和７年度 武蔵野市立境南小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                                       校長名 杉谷 努 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 
評

価 
改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

第
四
期
学
校 

教
育
計
画
関
連 

○「学校は、教育
目標や教育活
動について、
学校 HP や学
校 便 り な ど
で、分かりや
すく発信して
いる（選択肢
＝とてもそう
思う・そう思
う・あまり思
わない・思わ
ない） 

○保護者アンケートの肯定的回答率 
＝９０．４％（回答者数４７１人） 
〇毎週末に校支援メールで各学級毎に学校の様子、時間割や連
絡を伝えている。 
〇学校だよりに各学年からお知らせをまとめたことで、情報が
見やすくなった。 
 

B 

・HP の更新頻度をあ
げ、子供たちの学習の
様子が今まで以上に伝
わるように努めてい
く。 

・そのまま継続してよい。 
・緊急度の高いものは、校支援メールにて配信
を行っている。 
・ホームページの更新頻度を上げるのは大変。
更新頻度を上げる目的をしっかり持たなくて
はならない。 
・更新頻度が隔週１回は十分である。 
・頻度だけでなく、校支援（学内）、ホームペ
ージ（学外）で対象と発信すべき情報の内容を
精査する。 
・紙ベースの学校だよりも併用して使うこと
も大事。 
・担当者はできるだけその仕事を負担と感じ
ない人が担当するべき。負担感を感じる人な
らば、この下の項目がまた下がってしまう。 

○「校務改善や
見 直 し に よ
り、子どもと
向き合う時間
が増えた」（選
択肢 ＝とて
もそう思う・
そう思う・あ
ま り 思 わ な
い ・ 思 わ な
い）」 

○自己（教職員）評価の肯定的回答率 
＝４１．６％（回答者数３６人） 
・４年間宿題をなくしているため、教員と生徒が関わる時間が確
保されている状態が続いている。 
・あゆみの所見を年１回にし、個人面談を２回実施することによ
り、各家庭との情報交換の場が増えたと同時に業務軽減にもつ
ながった。 
・年２回の内部評価を行うことで、年度内でも校務を見直す機会
を設けることができ、改善できることもあった。 
・SSS の活用や市講師による授業軽減など、教職員のための人的
なサポート体制をつくることができた。 
・職員会議の内容の精選による時間軽減。 
・生活時程の見直しによる放課後時間の捻出。 

B 

・今まで同様、可能な
限り時間の保証や人的
配置など、負担感を減
らす取り組みを行って
いく。 
・教職員自ら負担感を
減らすことができるよ
う、各分掌内で仕事と
の精選を行うよう推奨
していく。 

・「子供と向き合う時間を増やすため」が目的
であるならば、聞き方が重要である。基準をど
こに置くかを明確にしたい。「～増えた」とな
ると比べることになってしまう。 
・各分掌内で仕事の精選を行うよう教職員で
話し合う時間を設ける。 
・負担感はその人の主観が入るので、一概に肯
定的評価が低いというのは図り切れない。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
今後も適宜、情報発信先に合わせた方法、頻度を模索していく。また、児童との関わる時間を確保できるよう教職員全体で校務改善を意識していく。 
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確
か
な
学
力 

主体性を大切に
する授業改善 

・さまざまな活動で協働的な学習を取り入れることで、すすんで
仲間と学び合い、高め合う児童を育成した。 
・目的意識をもって学習に取り組み、主体的に学ぶ力を育成し
た。学校の学習内容の理解に関するアンケ―ト項目で、89％の
児童が肯定的な回答をした。 
・どの学年も発達段階に応じて ICT を取り入れた学習を行った。 
ICT 活用に関するアンケート項目では、76％近くの児童が肯定的
な回答をした。昨年度に比べるとやや低い結果となった。 

B 

・今後もすべての教育
活動を通して、児童
の主体性の育成を図
っていく。 
・教員に向けた ICT 研
修を実施するととも
に、全教育活動で情
報活用能力の育成を
発達段階に応じて段
階的に取り組んでい
く。 

 

・・主体性を大切にする授業を継続するととも
に、学習が苦手な子への配慮や指導の工夫を
さらに充実させていく。 
・情報教育の基礎基本を段階的に学べる指 
導計画を明確にし、教員の得意、不得意を踏ま
えた ICT 研修を実施する。 

校内研究・校内
研修の充実 

・今年度も「自分の思いをもって、高め合う子の育成」をテーマ
に、学年ごとに重点課題や教科を設定し、全教員が研究授業を
行う形式で研究を行った。 
・様々な教科において児童の思いや考えを生かした単元づくり
を行い、児童中心の授業づくりを組織的に取り組んだ。 

A 

・今年度の成果と課題
を生かして、次年度の
研究テーマを設定し、
研鑽を積む。 
・目的意識をもって研
修に励み、教員自身
が主体的に学ぶ雰囲
気を築く。 

・引き続き、一人一人
が安心して考えを表出
できる雰囲気を築いて
いくための手立てをと
っていく。 

・校内研究は毎年充実しているように感じ
る。今後も推進していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
今後も校内研究や全教育活動を通して主体性を育成していく。また、来年度は計画的に ICT の活用を進めていく。 

豊
か
な
心 

特別活動（自治
的な活動）の推
進 

・児童の提案でクラブや委員会の設立を行った。よりよい学校
を 
つくろうとする意欲が高まった。また、委員会の活動を集会な
どで告知したり紹介したりする時間を設定したことで、自治的
な活動が下級生にも浸透してきた。 
・体育祭では、６年生児童を中心として行事の運営を行い、児
童 

の参画を推進した。主体的に行事に関わったかを問うアンケー
トでは、昨年度を上回る 89％以上が肯定的な回答をした。 

A 

・児童が委員会活動等
を行うことができる
集会の時間 
を確保すること、見通
しをもって取り組むこ
とを目指 
し、児童の自治的な活
動を行える環境づくり
を推 

・自治的な活動を重視した環境づくりを今後 
も大切にしてほしい。 
・積極的に関わることが難しい児童に対して 
は、フォローも必要である。 
・活動を振り返ったり、まとめたり時間も大切 
にしていく。 
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進する。 
・どの行事において
も、より児童が参画で
きるようにするにはど
うすればよいかという
意識をもって手立てを
講じていく。 

多様な交流活動
の推進 

・縦割り班活動では、レクリエーションや給食会などを実施し
た。 
また、体力テストの測定も縦割り班活動で実施したり、兄弟
学級どうしで交流給食を行ったりして、他学年、他学級（け
やき学級）との交流を推進することができた。 
・６年生と開かれた学校づくり協議会の方との交流や境南フェ
スティバルを通して、児童同士のかかわりだけでなく地域の方
や保護者とのかかわりも推進した。 

A 

・更に異学年・異学級
交流を促進するため
に、様々な教育活動に
おいて、交流する機会
はないかという意識
をもって計画を立て
ていく。 

 

・異学年交流は今後も続けてほしい。 
・既存の活動を活用して交流を活性化してい 
ることが素晴らしい。 
・普通学級とけやき学級との交流は、放課後 
の姿を見ていると成果として表れている。 
・児童が計画し、それを実現するサイクルが 
できているので、継続していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
今後も児童が自治的な活動を行えるよう環境を整えていくとともに、様々な交流を今後も継続して推進していく。 

健
や
か
な
体 

体力向上の推進 

・運動委員会の児童が、運動遊びや長縄チャレンジなどの企画を
考え、全校児童を対象に実施した。 

・縄跳びや昔遊びゾーンを充実させ、運動の日常化を図った。 
・体力向上に関するアンケートは、児童、保護者とも肯定的 
な回答が増えた。 

A 

・児童の更なる体力向
上を目指して、運動委
員会の取組を活発に
し、子どもたち自身で、
体を動かすよさに気付
くことができるように
していく。 

・学校に「縄跳びをする専用スペース」を設け 
るなど、視覚に訴える仕掛けが上手、興味 
をもちやすい。 
・個人だけでなく、グループでチャレンジす 
る企画を設けるとよい。 

健康教育の推進 

・各学期の身体計測時に、養護教諭が保健指導を行い、児童の 
健康に対する意識を高めた。 
・外部人材（日赤等）を活用した授業を実施したり、月に１回各
学 
級で保健指導を行ったりして、心と体の健康促進を図った。 
・栄養士が全学級で栄養指導を行い、食育の推進を行った。 

B 
・保護者や地域と連携
し、児童への健康教育
の推進を行っていく。 

・日赤など地域の資源の活用を引き続き推進 
してほしい。また、心の健康を並行し育てて 
いくとよい 
・必要な知識の習得や健康教育の目的を達 
成するための導き方を工夫する。 
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
体力の向上を進めていく上で、運動の多様な楽しさを味わえるよう意図的に計画していく。また、今後も日赤とも協力をして健康教育を推進していく。 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携 

幼稚園・こども
園・保育園、中学
校との連携 

・保育園・幼稚園・こども園の先生たちに授業を公開した。そ
の 
後、意見交換会を実施し、スタートカリキュラムの改善を行
い、 
児童の成長を一緒に見守れる関係を構築した。 
・小中合同研修会を２回実施し、小中が連携して児童を育成で 
きるよう連携を深めた。 

A 

・来年度も年に２回保
育園・幼稚園・こども
園との交流会を行い、
スタートカリキュラ
ムに対する意見をも
らったり、情報交換を
行ったりする。 
・中学の生徒会と６年
生との交流会、部活動
体験などを設定し、小
中連携を深めていく。 

・未就学時に対し、小学校の生活や学習を体 
験できる機会を設けてもよい。 
・近隣中学校訪問の機会を設ける。 

地域と連携した
教育活動の充
実・開かれた学
校づくり 

・地域コーディネーターとの相談日を月に１回設定したり、地域 
の教育力（地域ボランティア）を活用したりして、地域の「ひ
と・ 
もの・こと」と関わる学習活動を積極的に行うことができた。 
・２月に地域の方たちとともにつくる文化的行事「境南フェステ
ィバル」を実施する。 
・「開かれた学校づくり協議会」では、地域の多様な委員と話合 
いを重ね、地域とともにある学校を目指した。「開かれた学校づ
くり協議会」が中心となり、委員、保護者、教職員が参加するワ
ークショップを開催した。開かれた学校づくり協議会との連携
に関するアンケートでは、肯定的な回答が昨年度よりも増えた。 

A 

・来年度も地域コーデ
ィネーターと職員と
の相談会を実施する。 

 
・「開かれた学校づく
り協議会」の成果と課
題を振り返り、次年度
の活動へつなげてい
く。 

・境南フェスティバルが惰性にならないよう
に新しいアイデアを盛り込み、常に改革し続
けることに挑戦してほしい。 
・今年度実施したワークショップは定例化す
る。立場と世代を超えた交流を図る。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
近隣の中学校、幼保子と今後も連携を深めていく。また、現在行っている地域との連携を今後も継続・推進していく。 

 


